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自治労「雇用と就労・自立支援のためのカンパ活動」の
取り組みについて
連日のご奮闘に対し、敬意を表します。

さて、昨年９月以降、急激なスピードで悪化の一途をたどる経済は雇用に深刻な影響を及ぼし、とりわけ企業における雇用の調整弁として大量に生み出された非正規・派遣労働者を容赦なく切り捨てるという事態が深刻化しています。

　昨年末、ＮＰＯ民間団体・連合などの総結集により東京日比谷公園「派遣村」の状況等は年末年始のメディアに大きく取り上げられるとともに、同様の取り組みが全国各地において展開され、こうした取り組みが政府や自治体を動かしたことは記憶に新しいところです。連合北海道においても、「雇い止め」などで失業した派遣労働者を支援するため、本願寺札幌別院を臨時宿舎として提供するなどの取り組みを行っており、道本部の役員を含めた執行部が持ち回りで相談などのボランティアを行っています。

　道内各自治体においても、緊急雇用対策として臨時職員の雇用や除雪、町有林の枝払い等の短期事業を展開してきました。

こうした状況をふまえ、連合では雇用創出や職業能力開発のための「雇用と就労・自立支援のためのカンパ活動」に取り組むことを決定し、3月から5月までの3ケ月間に集中して既に取り組んでいます。（資料参照）
道本部としてもこの行動を全面的に支持し、連合に結集してカンパ活動に取り組むこととしました。カンパ活動への呼びかけにあたっては、道内ですでに支給が始まっている「定額給付金」に対して、連合をはじめ自治労は、「その財源を雇用確保やセーフティネットの構築に充てるべき」との主張を行ってきていることから、給付される定額給付金の一部をカンパしていただきますよう、呼びかけをお願いいたします。
　また、地域に依拠する労働組合としての立場から、助成対象事業を実施しているＮＰＯ等の団体との連携をはかり、自治労を通じた助成申請に積極的に取り組みます。
記

１．カンパ活動の目的について

巨額の内部留保を抱えながらも労働者に対する分配率を下げ続け、特に非正規雇用

の労働者を「物件費」として切り捨てる企業の横暴と、こうした状況を容認してき

た自公政権の怠慢を許さず、職場や住居さえも瞬時に奪われてしまう非正規・臨時
的雇用の労働者に対する支援と連帯のための具体的な行動と位置づけます。

２．カンパ活動と並行した助成対象事業の把握･申請の取り組みについて

（１）連合が定めている事業については別紙のとおりですが、地域において様々な取り
組みを行っているNPO等の団体・事業所が存在していることから、各単組におい
ては連合助成対象となる事業を展開している諸団体を把握し、道本部を通して本
部に提出します。

　　　提出された事業は、書式等を確認のうえ自治労として連合に申請します。

（２）申請書式は連合が定めたもののほか、本部提出用の様式を定めることとします。

３．カンパの実施方法等について

（１）カンパの取り組み期間　　　

４月から６月までの３ヶ月を集中取り組みとします。

◎　４月末：第１次締め切り
◎　５月末：第２次締め切り
◎　６月末：最終締め切り

（２）カンパの額

　　　本カンパの提起にあたって一律のカンパ金額は設定しませんが、１０００円程度を目途にお願いします。

　　　　また、カンパ袋は後日送付します。

（３）カンパの集約

　　　各単組は下記の口座に随時入金することとします。

　

	　金融機関　　　：　北海道労働金庫　道庁支店

　口座番号　　　：　（普）４８１７２９９
　カンパ口座名義　：　雇用と就労・自立支援カンパ　

　　　　　　　　　　　代表　三浦正道


　　　　
